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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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　　【請求項１】　自己免疫疾患の処置のための薬学的組成物の調製のための、可溶性Ｂ
ＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項２】　Ｂ細胞リンパ増殖性障害の処置のための薬学的組成物の調製のための
、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項３】　前記Ｂ細胞リンパ増殖性障害が癌である、請求項２に記載の使用。
　　【請求項４】　患者におけるＢ細胞増殖を阻害することによって自己免疫疾患を処置
するための薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または
該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項５】　患者における免疫グロブリンの産生を阻害することによって自己免疫
疾患を処置するための薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な
抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項６】　患者におけるＢ細胞増殖および免疫グロブリンの産生を阻害すること
によって自己免疫疾患を処置するための薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリ
ガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項７】　患者におけるＢ細胞増殖を阻害することによってＢ細胞リンパ増殖性
障害を処置するための薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な
抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項８】　患者における免疫グロブリンの産生を阻害することによってＢ細胞リ
ンパ増殖性障害を処置するための薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンド
に特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項９】　患者におけるＢ細胞増殖および免疫グロブリンの産生を阻害すること
によってＢ細胞リンパ増殖性障害を処置するための薬学的組成物の調製のための、可溶性
ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使用。
　　【請求項１０】　前記Ｂ細胞リンパ増殖性障害が癌である、請求項７～９のいずれか
１項に記載の使用。
　　【請求項１１】　免疫学的疾患および癌を処置するために免疫系を操作するための薬
学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性
なフラグメントの、使用であって、該操作は、患者におけるＢ細胞増殖の阻害である、使
用。
　　【請求項１２】　免疫学的疾患を処置するために免疫系を操作するための薬学的組成
物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグ
メントの、使用であって、該操作は、患者における免疫グロブリンの産生の阻害である、
使用。
　　【請求項１３】　前記操作が、患者におけるＢ細胞増殖および免疫グロブリンの産生
の阻害である、請求項１１または１２に記載の使用。
　　【請求項１４】　患者におけるＢ細胞増殖を阻害するための薬学的組成物の調製のた
めの、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメントの、使
用。
　　【請求項１５】　患者における免疫グロブリンの産生を阻害するための薬学的組成物
の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体の活性なフラグメ
ントの、使用。
　　【請求項１６】　患者におけるＢ細胞増殖および免疫グロブリンの産生を阻害するた
めの薬学的組成物の調製のための、可溶性ＢＡＦＦリガンドに特異的な抗体または該抗体
の活性なフラグメントの、使用。
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